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「環境教育」×「地域資源循環」による
持続可能な社会の創り手の育成

PHI（ファイ）株式会社

繁田 知延
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自己紹介 / 創業の動機
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繁田 知延
しげた    とものぶ

PHI（ファイ）株式会社 CEO

営業本部
ショッパーマーケティング

SDGsプラットフォーム
「UMILE」

「環境教育」×「地域資源循環」

による

持続可能な社会の創り手の育成

PHI株式会社

ユニリーバ本業/社内起業/個人事業 “3足のわらじ”
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経歴

2006年 日系商社 入社
2010年 ユニリーバ・ジャパン R&D パッケージ開発 入社
2016年 ユニリーバ・ジャパン ショッパーマーケティング 転籍
2020年 本業の傍ら 社内起業として「Project: Shepherd」 発足

 SDGsプラットフォーム「UMILE（ユーマイル）」 ロンチ →→→
2024年 個人事業 「PHI株式会社」（Φ/ファイ） 創業

公募
事業
アワード
採択歴

※クリックするとリンクに飛びます

●ユニリーバ 
 ・環境省 令和４年度 プラスチックの資源循環に関する先進的モデル形成支援事業
 ・広島県 令和４,5,6年度 海洋プラスチック対策 リーディングプロジェクト支援事業（3期連続採択）
 ・埼玉県 令和５年度 サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業 連携事業体 2件採択（東武商事/コミュニティネット）
 ・埼玉県 令和6年度 サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業 連携事業体 採択（東武商事）
 ・東京都 令和５年度 サーキュラーエコノミーの実現に向けた社会実装化事業 
 ・福山市 第20回世界バラ会議福山大会2025開催記念 市民・企業提案型公募事業
 
・第5回 エコプロアワード 優秀賞
 ・日本パッケージングコンテスト 2022 POP・店頭販売包装部門賞

●PHI
 ・Circular Startup Tokyo (東京都サーキュラーエコノミー特化型創業支援プログラム)
 ・埼玉県 令和６年度 サーキュラーエコノミー推進事業 事業化支援補助金
・J-Startup WEST supporters 認定

https://www.env.go.jp/press/press_00298.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/487641.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0507/news/page/news2023071801.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0507/circular/hojyo/r6_hojyo1.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2023/08/22/05.html?fbclid=IwAR0Sla4xlVlX_JuZLiRLe-EqtRUrNl2byxLb1POBdaiVIiwbW9Qs4kbb6pg
https://wrc2025fukuyama.jp/rose/wp-content/uploads/2024/05/1733a6be48188de881022a665a8219eb.pdf
https://sumpo.or.jp/seminar/awards/5th_eco-pro_award_results.html
https://www.jpi.or.jp/saiji/jpc/2022/list.html
https://circularstartup.tokyo/release/team-202404/
https://www.saitama-j.or.jp/shikin/r6ce/saitaku
http://jstartup-west.jp/supporters/?fbclid=IwY2xjawEsSWhleHRuA2FlbQIxMAABHTSGGhqIRMY-HFf0INENgN34Ns-ateHkNJ4-5qZrJUIUUIRmMOih4YScXA_aem_CQpAhO3bC7gtke4l_vnLGg
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なぜ、PHI（ファイ）株式会社を創業したのか
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授業時間の確保が難しい
→座学がメインに

2023年3月に環境省が実施した「令和２年度環境教育等促進法基本方針の実施状況調査（アンケート調査）」
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適切な教材やプログラム等の準備ができない
カリキュラムマネジメントが難しい

2023年3月に環境省が実施した「令和２年度環境教育等促進法基本方針の実施状況調査（アンケート調査）」
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そもそも、教員の皆さんは忙しく
情報収集も難しい
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教育現場と実社会のギャップを埋め
「持続可能な社会の創り手」を育む学習コンテンツを

公立学校に導入すべく

PHI（ファイ）株式会社を設立
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PHI株式会社 ビジョン

古代から「最も美しい形」の
基本とされている比率

黄金比 Φ (PHI/ファイ)

その黄金比からなる無限の螺旋は
人間の可能性を示唆している

志を共にする人財を紡ぐことで
その無限の可能性は美しく大きな円となり

やがてその円は大きな循環を成す

我々Φ(Phi/ファイ)は
「環境学習」×「地域資源循環」により

持続可能な社会の担い手を育んでまいります
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ビジネスモデル / 我々の強み
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PHI株式会社 ビジネスモデル

プロフェッショナル人財
アライアンス

教育機関
学習コンテンツ

￥

省庁/自治体

公募事業還付

￥

プロフェッショナル人財
候補

定期的な
ラーニング機会

ESD/環境教育 アライアンス 地域資源循環

マッチング

￥

価値のある
アップサイクル品

提供

コンサルテーション

産官学連携CE取組

自治体A 自治体B 企業A 企業B

企業同士の
マッチング

自治体同士の
マッチング

￥

Φ（Phi/ファイ）

企業

生活者
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実績 / 今後のプラン
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Circular Startup Tokyo 採択

https://circularstartup.tokyo/news/team-202404/

Circular Startup Tokyo Kick off event

東京都が主導する
『サーキュラーエコノミー特化型 創業支援プログラム』に採択

https://cehub.jp/interview/phi_interview/Circular Economy Hub 記事：

その他リンク：

https://circularstartup.tokyo/news/team-202404/
https://circularstartup.tokyo/report/kickoff-report-202404/
https://cehub.jp/interview/phi_interview/
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￥

￥

アップサイクル品 製造業者

令和６年度 サーキュラーエコノミー推進事業 事業化支援補助金 採択
環境教育×地域資源循環 『深谷モデル』の構築

利用者 アップサイクル品

￥

客単価up

リサイクラーファイ

￥

￥
規格外の
ネギ ￥

フレーク

リサイクルペレット
業者

ネギ混錬リサイクルペレット

プラスチック資源

モノの流れ

￥ お金の流れ

プラスチック資源

粉体製造業者

規格
外の
ネギ

ネギ粉体

ネギを絡めた
アップサイクル品の

開発

ネギ農家

ネギ
アップサイクル品

深谷市内 学校

環境学習コンテンツ

プラスチック

￥
アップサイクル品収益

リサイクル
ペレット化

費用

加工委託費用

加工委託費用

ネギ買取

加工
委託
費用
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長ネギバイオマスプラスチックを活用した「ゴミ拾いトング」
遠目から見ると長ネギで地面を突いている集団

近くによるとゴミ拾いをしている集団、という写真を撮影・拡散することで話題性を醸成
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長ネギバイオマスプラスチックを活用したエコバッグ
このエコバッグに入れて持ち帰ると 商品がほんのりネギ臭くなる

好奇心が強いアーリーアダプターが発信・拡散することで話題感を醸成
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単にアップサイクル品を作るのが目的ではなく
資源を再度リサイクルにまわす際の

リサイクラビリティ/環境負荷/エネルギー効率
については充分に考慮。

どのような資源活用方法が
環境にとってベストなスキームとなるか

実証を行っていく。
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Φ(Phi/ファイ) ロードマップ イメージ

Φ

(Phi/ファイ)

創業

2024年

5月

SDGs

Goal

2030年

省庁

自治体

公募事業採択
※以後、毎年

連続採択

2025年 自治体/企業の

マッチング取組

外部のアワード

受賞

2026年
学習

プログラム

公立学校で

運用開始

2027年

日本の文化

として

CEモデルを

輸出&実装

2028年 日本がCEの

グローバル

リーダーとなる

その一翼を

担う

2029年
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http://www.phi-gr.com/

PHI株式会社

http://www.phi-gr.com/

